
アレスター

ア Uスターはi

つぎのような性

にアレスタ ー(避雷器)が用いられる。
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 l 異常11):圧

が縫う任したとき

には遅れること

なく放電して波

高を下げること。

2 異常m圧

が除去されれば

直ちに放慌を中

止して送電系統

1. 7 レ

/ 
(Q.) T叫タ ，jfjl困

ca, 
をもと の状態に 丈史

保つこと。これを統流遮断能力とし、う。

3 反復励1午に縫えること。

4 堅固で特性の変化せぬ己と。

すなわちアレスタ ーは常時送電線に接続されていながら ， 異

常m圧だけを大地に逃す弁作灯j を行うことが必主主で， 屋外に設

備されても耐久

性のあるもので

なければならな

し、。

アレスタ ーの

特性はおもにつ

ぎの絡ikで表わ

される。

1 制限慌圧

異常 1tiJEが使

用電圧に:mなっ

て侵入してきた

とき ， アレスタ

ーで制限しうる

最大の 711圧淡町

似をいう。アレ 2 国鉄武蚊J:Il交流変1[1所 ド ライパルプ烈遊TIrRit

スターで似殺される機総の絶縁耐力は制限nw二を上回るもので

なければならない。

2 Î均 HI Tlil ilJí.数許容耐地電l玉 泉 ';i~'也氏は i及高値はきわめて

1fi l"、が，継続時IMIの非常に短い術鍛iIJí.の形で侵入してくる。こ

れに対し常時の送t[ï[1圧は 50 または 60 サイ !l lレの交流であ る。

このような '(j:;時の電圧が何らかの原凶で危険のない程度に上昇

した際に， アレスタ ーが放電すると系統に不必要な混乱を与え

る。世話験談でない常時の交疏電圧でプレスターが放電をIJ~始し

ない限度を商j干l 周波数許容荷j .ft!l 1ti:圧 と いい，あまり低過ぎない

こ とが必裂である。

3 放電耐註 アレ ス タ ー に過大な電流を通じると過熱のた

め敏担軽する。そのアレス タ ーに通じうる故大の也統他を放'Il1両1

111 と L 、 う。アレスターに加わる電圧値が大となれば通電電流も

もちろん大きいから，アレス タ ー を設耐Iiする際には ， 予想され

る B~ ';ì~ fG:圧の大き さ と放電耐量と をにらみ合わせることが必要

である。なおj迫電による危険性は熱的破i裂であるから，大電流

でも時聞が短かければ差支えない。 したがって放電電流は電流

他とその継続i時間で表わされる。

ア レス タ ーのf{ft造は基本的にいって特性袈紫 と直列ギャップ

一一 33 一一

とからなっている(凶-1). ii1列 ギャップは送電線と特性袈紫

の聞にそう入された~げきで， 異常電圧が侵入した際， 火花1iX

7Itに よ り特性嬰認を送電線に接続する。また1m圧波高値が十

分下げられたのちには特性裂索を送電線から分間住してあ，\:1況をi位

(しぞ)断する。 !l4i性裂菜は!J111王を受けると'1111正の波高値を制限

電圧に抑制する。このためには特性要素は通電電流がが!大する

にしたがって抵抗{u自が減少する性質を も ったものでなければな

らない。なお特性~与13自身も波高値が低くなると ìili 1置 を中止し

て ， 絞流を遮断するものもあるが， 続流遮断能力のないものも

ある。

アレスターを特性上から分類する と 3 極類があり ，各々につ

ぎのような邸類がある。

l 抵抗型逃'U;*:~

角型遊'~!; 7*

多隙避~n総

ベンドマン~11}総

2 弁明逃留保

アルミ ニ ウム ・ セノレ波宮総

オキサ イ ド ・ フィ ルム遊雷恭

ベレット担オキサイド ・ フィノレム避宮古#

3 1，'底抗型避ílr総

レジスト パルプ遜雷探

ドライパルプ遊宮線

オートパルプ避雷探

サイラ イトì!主 'ilf号*

最近の傾向は弁抵抗型illi'宙泌が多く m~、られているが， その

併造はつぎのようなものである。[在列ギャップは湿気を!li'j ぎ放

'iE llfl始匂圧を安定にするため気'íl'i な陶磁製2翌日出に宮古島}されてい

る。特性製誌はカーポランダム，カ ーボ γ，粘土 t 1賢(けし、) ;石

などの材料を粉末にして焼成した円般を積軍ねたものである。

門主主の両国は銅l火付 が行われているものもあり. OUl聞は絶縁塗

料が塗られている。材料 ， ~可造によって動作保理や特性に多少

の相災があるが， このようにしてつ く られた特性要素はいずれ

も内部に非常に小さな穴を含んでおり ，通電はこの小穴を通し

ての放憶によ っ て行われる。このような小穴を通して放憶が行

われると放慌の特性が緩和され， しかも一般の放慌の特性であ

る電流他が大になると放'I{L部分の抵抗が低下する性質を保持で

きるので良好ーな特性を得ることができる。なお特性要素も陶磁

~~総に密閉されている。

つぎにア レスターを設備する際には保護しようと，思う際総は

できるだけ近接して配位することが肝要で，回目fì1を誤まるとあ

まり 効決がない。発変電所の屋外犠R*で最も ~::i{illiなのは;æEE \l~

であるから，アレスタ ーは発変TE所の出 口 で;æ l正犯にできるだ

け近い位置に設備すべきである。またアレスターの選定に際し

ては放電耐設のとこ ろで述べたように系統の突的を十分に勘案

せねばならないが， さらにアレスタ ー の制限711frが発変電所俊

器の絶縁水準を上回るようなこ とがあってはならなし 、。 後の 11IJ

題は絶縁協調とよばれているが，送電線 と 発変電所を含む全系

統の設計に際しては絶縁協調をよく考えなければならない。系

統のめ設や改修がmなる と合理的な絶縁協調を保つことは悶J!tt

になってくる。

以上主として特)JI1 ;:'Wこ JlJのアレ スターについて述べたが，こ

のほかに高正面~1rr総.'I{L車線，電気111などにも避雷器が設備さ

れている。

国鉄の高II目~11ì線路には小形のft怒抗型遊館\lif または放出型

遊雷日告が 500- l000 m ごとに設備されている。電車線には小形




